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代表 久保かずひろ

Tel.045-298-6845
Fax.045-330-6151

〒246-0031
横浜市瀬谷区瀬谷 1-20-7
真和瀬谷ビルⅡ 102

久保かずひろ政務活動事務所

　風水害に対して、視覚障がい者は、紙のハザードマップ
からは情報を得ることができません。そこで、「視覚障がい
者にも伝わる防災情報（耳で聴くハザードマップ）を提供し
ていくべき」と山中市長に訴えました。
　市長は、「近年は、ＧＰＳを活用して、マップ情報とリンク
させて現在いる場所のリスク情報を音声案内するアプリ
が実用化されており、視覚障がい者に伝わる防災情報の提
供について検討をしていく」との答弁を得ました。

　いつ起こるかわからない災害に対し、日常と災害を分け
ずに、日常生活の延長線上に災害があると考える、いわゆ
る「フェーズフリー」の視点を取り入れるよう訴えました。　
　市長は、「平時と災害時をシームレスで捉える、フェーズ
フリーの視点は、普段の生活の中で無理なく防災対策を行

うために大変重要です。例えば、モバイル
バッテリーやキャンプ用品を避難生活で使
用する取組の視点を取り入れて、ソフト・ハードの両面で
防災の取組を進めていきたい」と応じました。

　瀬谷区と鶴見区では、
亡くなった方に関する煩
雑な手続をサポートする
「お悔やみ窓口」がモデ
ル設置され、好評を集め
ています。そこで、早急に
全区で展開すべきと訴え
ました。
　市長は、「プライバシー
に配慮しつつ、安心してご利用いただける窓口を、早期に全区
展開できるようしっかりと取組を進めていく」と応じました。

　瀬谷柏尾道路の二ツ橋上橋交差点では、交差点から相
鉄線・踏切の間は、日常的に渋滞が発生しており、私は、
これまで二ツ上橋交差点の改良工事による渋滞解消を求
めてきました。そこで、二ツ上橋交差点付近の改良内容
と、完成時期を確認しました。
　市は、「①非常に交通量が多い交差であり、踏切から交
差点に向かう瀬谷柏尾道路は、右折レーンがないために、
渋滞が発生している。②交差点への接続を瀬谷柏尾道路
から、新たに整備する瀬谷地内線に切り替え、右折レーン
を設ける。③令和８年度の完成に向け、交差点付近の改良
に取り組む」と答弁しました。

　日米の平和と親善の
象徴としてワシントンの
ポトマック川に沿って植
えられた桜は、明治45
年に横浜港からアメリカ
に贈られたことで有名で
す。私は、「桜の名所づくり」では、海外にゆかりのある品
種を植えることも大切と訴え、日本の象徴ともいえる桜を
通じての平和交流を提言しました。
　市は、「GREEN×EXPO 開催に当たり、海外にゆかりの
ある品種の桜を取り入れることも視野に入れながら、横浜
ならではの桜の名所づくりを進めていく」と応じました。

　私は、これまで脱炭素化に向けた再生可能エネルギー
の普及を推進し、PPA※を活用した市立学校などへの太
陽光発電設備の設置が進んでいます。市民や事業者の模
範として、横浜市が率先して公共施設への再エネ設備の
設置に取り組むよう求めました。
　市は、「学校以外にも、区役所や市営住宅など、2035
年度までに、設置可能な公共施設の全てに太陽光発電設
備を設置していく」と明言しました。
　　※PPA：太陽光発電設システム設置等に費用がかからず導入
　　　　　　できる手法

久保 かずひろ　横浜市会議員（瀬谷区選出）

公明党の提案を受けて今年１月に設置

出典「国土地理院基盤地図」

令和6年　第3回定例会より報告令和6年　第3回定例会より報告 一般質問（上段）・令和５年度決算審査
脱炭素グリーンエキスポ局（下段）〔  　　　　　　〕

視覚障がい者に音声案内付きハザードマップを

防災の取組にフェーズフリーの視点を

「お悔やみ窓口」の全区設置を

二ツ上橋交差点の渋滞対策に「右折レーン」 新たな桜の名所づくり（上瀬谷地区）

公共施設への太陽光発電の導入を

　高齢者の健康を脅かし、生活の質を
低下させる帯状疱疹の予防には、ワク
チンが有効ですが、これまで全国の議
会では、公明党が議論をリードし、各地
で独自の一部助成が導入され負担軽減
が図られています。　公明党横浜市議
団もこうした動きと連携して「接種費
用の助成」と「国への定期接種化の働き
かけ」を横浜市に求めてきました（下記
年表参照）。

　本年6月、厚労省の専門家
会議でワクチン接種の有効
性や安全性が確認され、定期
接種化の方針が示されまし
た。　今後、対象年齢や開始
時期、助成額などを検討した
上で正式決定されます。

※新たに重症複合免疫不全症（SCID）及び脊髄性筋萎縮症（SMA）の２疾患を
　対象とした拡大新生児マススクリーニング検査を公費負担で行います。

公費助成の定期接種へ！公費助成の定期接種へ！

第3回定例会報告
　市立学校の給食調理室はエアコンが
なく、夏場は40度以上にもなる過酷な
環境です。市議団として給食室へのエア
コン設置を求めてくる中、今年度６校で
のモデル設置を実現。その効果・検証を
踏まえて、全校での給食室の環境改善に
ついて、速やかな検討を進めて行くこと
となりました。

市内公園を全面禁煙に
（R7 年 4 月より） 　 　 　

市営の地下鉄とバスに
精神障がい者の運賃割引を
導入（R7 年 4 月より） 　 　 　
乳幼児の先天性代謝異常症
等検査の拡充【２疾患を追加・
検査費用無償※】
（10月から開始）

給食調理室への
エアコン設置がスタート

第３回定例会で決定した主な施策

定期接種化について要望（R4年10月14日）

定期接種化を求める公明党横浜市会議員団と横浜市の動き
令和4年　5月20日　一般質問において公費助成の導入を要望
　　　   10月14日　令和5年度予算要望と合わせ、定期接種化を目指すよう要望
　　　　12月19日　市長が厚労省へ、定期接種化と財源措置を要望
　　　　　令和5、6年度横浜市内での罹患状況等を調査
令和5年  7月、11月　市長が厚労省に重ねて要望
令和6年  6月20日　厚労省専門家会議でワクチンを定期接種に含める方針を了承
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　　横浜・大阪・神戸・名古屋・

京都の五大市公明党によ

り、政策研究会を大阪市内

で開催。今年は、「防災・減

災対策」をテーマに各都市の

共通課題等をまとめて、国へ

の要望に繋げていきます。
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　　公明党の提案により、市内４５９

カ所の防災備蓄倉庫へ、今年度

から災害時に乳幼児を育てる家

庭が安心して避難できるよう、防

災備蓄品に液体ミルクやカセット

コンロ等を追加しています。併せ

て、地域防災拠点へのエアコン設

置も、継続して推進していきます。
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　　中学２年生の英語オンライン授業では、海外の同世代の学

生と英語でコミュニケーションを図ることで、英語学習へのモ

チベーションアップと、異文化へ

の理解を深めることを目的とし

ています。台湾の学生と日本のア

ニメや、神奈川県を紹介する企

画等を通じての活発な交流の場

となり、今後の英語教育の活用

に期待がされます。

　　２車体をつなげた全長約 18メートルの「連節バス」導入に

よる運行状況を視察。JR 戸塚駅付近から大規模団地のド

リームハイツを結ぶ路線であり、公明党が提案した他路線に

乗り継ぐ場合での「運賃

割引制度」も導入してい

ます。地域交通を取り巻

く経営環境が厳しくなる

中、効率よい事業運営に

より路線の維持にも寄与

するものです。
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